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本誌は 1928年に
久保猪之吉によっ
て「耳鼻咽喉科」
として創刊され，
1988年に「耳鼻咽
喉科・頭頸部外
科」と改題いたし
ました。
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　ロサンゼルス・ドジャース，メジャーリーグベースボール（MLB）ナショナル
リーグ地区優勝おめでとうございます！ 立役者である大谷翔平選手の大活躍に，
毎日のように元気をもらっていました。日本時間の 9月 29日時点で 54本塁打と 58
盗塁！ 打点と打率も高く，3冠王も狙える状況でレギュラーシーズン最終戦に臨み
ます。凄すぎます。特に本塁打を 54本も打つなんて，予想できた人がどのくらい
いるのか。あの松井秀喜選手でさえ，日本でこそ巨人時代の 2002年に 50本塁打を
放っているものの，MLBではヤンキース在籍中の 2004年に打った 31本塁打が年
間最多です。小生，子供の頃から長嶋茂雄さんの大ファンで，東京ドームにも何度
か応援に訪れています。大体は 3塁側内野席から試合を見ていました。そのあたり
の座席からは，一塁側ベンチの向かって一番右手にいつも座っていた長嶋監督がよ
く見えました。カッコ良かった。そしてもう一人，左打者である松井選手のバッ
ティングも 3塁側内野席では正面からじっくりと見ることができました。幸い本塁
打も実際に何度か見ました。どの本塁打ももの凄い弾丸ライナーでライトスタンド
に吸い込まれていったことを覚えています。日本じゃ収まらないレベルだし，早く
MLBに挑戦して欲しいなと思っていました。しかし大谷選手，そんな松井選手の
2倍近い本塁打を打ってしまう。一体どんな体なのだろう。もう何としても，この
目で生の大谷選手のバッティングを見たい。同じ左打者，また昔のように 3塁側に
座れれば近くに良く見えるし。あーあ，いつかドジャース戦のチケット当たらない
かなあ。
　さて今月の特集は，「必携！ 救急対応・手技マニュアル」です。われわれ耳鼻咽
喉科頭頸部外科医，急患を診察する機会は少なくありません。多忙な日々の診療の
なかで求められる診断から治療までの適切かつ速やかな対応について，12名のエ
キスパートにご執筆いただきました。さらにReview Articleでは，昭和大学耳鼻咽
喉科頭頸部外科学講座前主任教授の小林一女先生から機能性難聴について総説を
ご寄稿いただきました。著者の先生方に心より御礼申し上げます。また本号では，
興味深い内容の原著論文 3本も掲載され，とても盛りだくさんの内容です。ぜひご
一読くださいませ。 （鴻　信義）
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